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1　は　じ　め　に

育苗期間の短い乳苗は，苗のマット強度が弱いため．ロッ

クウール系の資材を用いて青苗する例が多い。本試験では，

苗の取り扱いが良好で，田植機適応性の高い培地を検討す

るため，市販されている各種の人工培地で育苗した苗を用

い，マット苗の物理性及び田植機のかき取り精度について

検討した。

2　試　験　方　法

（1）培地の種類及び育苗条件

供試培地の種類と肥料含量及び苗の育苗条件を，表1・

2に示した。供試苗は，出芽を28℃加温の育苗器内で72時

間行った後，無加温ビニールハウスで5日間育苗した。ハ

ウス内の育苗温度は毎正時積算で2229℃であった。

表1　培地の肥料含量

培地の種類
N P205　K20

（g／箱）
ケイ酸カルシウム系繊維A●11．4　　3．4
ケイ酸カルシウム系繊維B‘2　1．0　　3．0

尿素系発泡樹脂体●3　　　　　1．3　　0．6
紙At1　　　　　　　　　　1．0　　3．0
紙B●5　　　　　　　　　　　　0．5　　　0

水田土　　　　　　　　　　　1．0　　3．0
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＊1　ソーラーマット　＊2　チビッコパワーマット

＊3　ハイマット　＊4　ピロマット

＊5　サンヨーシート

衷2　育苗条件

儲麿
播種期　　播観　　出芽方法　　育苗日数

（月／日）　（g／箱）（温度一時間）　（日）

コシヒカリ　　5／17　　　乾籾200　　28℃72h　　　8

（2）マット苗の物理性測定

マット苗の物理性は．図1に示す苗かき分け試験で評価

した。供試した試験機は，生研機構l）で開発した苗かき分

け試験機を基に作製した。この試験機の機構は，田植機で

の苗のかき取り状態を想定したもので，丸棒22本（¢4mm）

を15m皿間隔で1列に配置した2本の櫛（A，B）をマット

苗の裏面に差し込み，一方の櫛を一定速度（約3m／sec）

で引っ張り．引っ張り抵抗である苗かき分け力（Y）と櫛

間の距離（Ⅹ）のデータをパソコンに記録できる。この試

験機によるマット強度（苗かき分け力の最大値Ym）の測

定範囲は，最大50kgtで，分解能が約15gである。

また∴剰定結果を基に∴最大値（Ym）の50％値以上を

持続する距離（Ⅹ50）や，最大値（Ym）の距離（Xm）

等を求めることができる。

は）田植機による苗かき取り試験

苗かき取り試験は，苗かき分け試験と同様の苗を供試し，

路上で行った。田植機は，乗用型高速5条田植機（Ⅰ杜

PA50HD）を供試した。かき取り量は，横取り量を10mm

に固定して，縦かき取り量を8mmと9mの2段階に設定し

た。かき取り爪は乳首用改良ブロック爪を用いた。

図1かき分け試験

3　試験結果及び考察

（1）マット苗の物理性

各培地の苗かき分け力を図2に，また供試した苗の生育

状況とマット苗の物理性を表3に示した。図2において，

ピークがより高く，さらにピーク時の距離が短いマット苗

は強度が強く，かき取り時の切れが良い苗と考えられる。

表3で（Ym）値が大きく，しかも（Ⅹm），（Ⅹ50）値の
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小さい苗も同様に良い宙と言える。

人工培地で育苗した苗は．紙Bを除いて水田土に比べて

草丈が短く，地上及び地下部の乾物垂も小さかった。

上記の苗を用いて試験を行った結果，今回供試した培地

では，紙Bの（Ym）値が，6．4kgfと水田土に比べて大き

く，（Ⅹm）値も約9mと短かいため，苗の取り扱いが良

好で，切れの良い苗であった。一方，紙Aの苗は，（Ym）

値が5．1kgrと大きいが，（Xm）値も21mmと長いため．かき

取り時の苗の切れが劣った。他の人工培地の宙は，宙の切

れは良いが，（Ym）値が水田土と同等またはそれ以下の

ため，取り扱いが悪かった。

（2）田植機による苗かき取り精度

表4は，田植機のかき取り本数及びばらつき本数を示し

たものである。なお，ばらつき本数は，かき取り後の株が

塊状とならず，分散した苗の本数で示した。

かき取り量9mの試験では，紙Aを除いて，水田土より

かき取り本数が多く，変動係数が小さい傾向を示した。し

表3　供試宙の生育状況及びマット宙の物理性

かし，かき取り量8皿Ⅲの試験では．ケイ酸カルシウム系繊

維B，紙Bを除き，かき取り本数が水田土より少なく．変

動係数も大きい傾向を示した。また，変動係数の大きい培

地でばらつき苗が多く，本田移植時での浮苗発生が懸念さ

れた。
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図2　各培地のかき分け力

培地の種類　　草丈　乾物垂（mg／本）充実度 般長　マット水分　　　Ym X50　　　　Xm
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衰4　田植機による苗かき取り本数（路上走行時）

縦かき取り量9m

培　地　の　種　類
かき取り　　　　　　ばらつき

本　　数　　　　　　本　　数

（本／株）　（cv，％）　（本／株）

縦かき取り量8mm
かき取り　　　　　　　ばらつき

本　　数　　　　　　本　　数

（本／株）　（cv，％）　（本／株）
ケイ酸カルシウム

系繊維A
ケイ酸カルシウム

系繊維B
尿素系発泡樹脂体
紙A
紙B
水田土
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注．（）内はかき取り本数に対するばらつき本数の割合

4　ま　と　め

5種類の人工培地で育苗した苗の物理性をかき分け試験

機で測定した結果，苗かき分け力（Ym）が大きい程，マッ

トは強度が高く．取り扱いも良かった。しかし，（Ym）

が大きくても距離（Xm）が長い苗は，かき取り時にマッ

トの切れが悪く，ばらつき苗が多くなる傾向を示した。結

果として，供試した人工培地のうち．紙Bはマット強度，

かき取り精度とも優れ，機械移植に適していると考えられ

る。紙Aはかき取り時の苗のばらつきが多く，移植精度の

低下が懸念される。他の培地は，マット強度を高めるため

の育苗法の検討が必要であると考えられた。
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